
      

 

第 73回八戸市中学校体育大会夏季大会スローガン 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸市立白銀中学校 

TEL ３３－３２８７ 

FAX ３２－１１３１ 

学校通信 第３０号 

文責：高橋 健 

令和４年６月１７日 

 

発行責任者 高橋 健 

 

 

 
 

 
 

 

梅
雨
の
季
節
を
迎
え
ア
ジ
サ
イ
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
、
色
づ
き
始
め
ま
し

た
。
植
物
の
た
く
ま
し
く
伸
び
ゆ
く
様
は
、
私
た
ち
を
励
ま
し
て
く
れ
て
い

る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
草
木
の
生
長
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が

雨
の
日
で
あ
り
、
よ
く
晴
れ
た
日
で
す
。
ど
ち
ら
も
ち
ょ
う
ど
よ
い
バ
ラ
ン

ス
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勢
い
よ
く
生
い
茂
り
ま
す
。
教
育
と

い
う
営
み
も
ま
た
、
雨
の
日
や
晴
れ
の
日
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
と
し
て
成
長
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
部
活
動
で
も
勉
強
で
も
、

苦
し
さ
に
果
敢
に
挑
も
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
反
面
、
言
い
訳
を
重

ね
て
サ
ボ
っ
た
り
、
逃
げ
た
り
す
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
確
か
に
学
校

は
楽
し
い
場
所
で
あ
る
べ
き
で
す
が
、
大
人
に
な
る
手
前
の
大
事
な
こ
の
時

期
に
こ
そ
、
苦
し
さ
や
厳
し
さ
を
乗
り
越
え
る
心
身
の
「
た
く
ま
し
さ
」
を

身
に
つ
け
る
こ
と
も
座
学
以
上
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
▼
夏
季
大
会
で
、
子

ど
も
た
ち
は
今
、
他
校
と
の
真
剣
勝
負
に
臨
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
昨
日

の
「
壮
行
式
」
で
は
随
所
に｢

白
中
魂
」
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
心
を

熱
く
い
た
し
ま
し
た
。
勝
っ
た
、
負
け
た
の
結
果
以
上
に
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
過
程
に
こ
そ
部
活
動
や
勝
負
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
雨

の
日
あ
り
、
晴
れ
の
日
あ
り
の
人
生
そ
の
も
の
と
も
い
え
ま
す
。
白
銀
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、
大
地
に
根
を
深
く
張
る
大
樹
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
本
校
６
月
の
テ
ー
マ
は｢

相
互
貢
献
力
」。
一
人
の
力
で
は
、
決
し

て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
景
色
で
も
仲 

間
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
見
え
る
素 

敵
な
景
色
、
世
界
が
あ
り
ま
す
。
白
銀 

中
は
、
市
内
一
の
相
互
貢
献
力
を
武
器 

に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
自
分
、
学
校
を
創 

り
上
げ
る
べ
く
全
生
徒
一
丸
と
な
っ
て 

真
剣
勝
負
に
挑
み
ま
す
。
い
よ
い
よ
明 

日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
る
熱
戦
が
始
ま 

り
ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
ま 

っ
て
い
る
の
か
・
・
・
・
ま
も
な
く
、 

１
学
期
の
締
め
く
く
り
の
時
期
を
迎
え 

ま
す
。
今
こ
そ
、
勉
強
に
部
活
動
に
行 

事
に
が
む
し
ゃ
ら
に
向
き
合
い
自
分
を 

鍛
え
、
今
の
自
分
を
破
っ
て
ほ
し 

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
自 

分
に
出
会
う
た
め
の
挑
戦
は
正
念 

場
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 

18 日 八戸学院大 

14:00 ２回戦 

 対下長－是川の勝者 

19 日 八戸学院大 

11:20 準々決勝 

20 日 八戸市体育館 

9:00 準決勝 

12:00 決 勝 

 

 

男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 

19 日 八戸学院大 

14:00  準々決勝 

対二中－白南の勝者 

20 日 八戸市体育館 

 10:30 準決勝 

13:30 決 勝 

陸上競技部 

18 日 東運動公園 

競技開始 10:00 

19 日 東運動公園 

競技開始 10:00 

野球部 

18 日 東球場 

･10:30  対 下長 

19 日 長根球場 

 14:30 準々決勝 

20 日 長根球場 

 10:30 準決勝 

13:30 決 勝 

バレーボール部 

19 日 東体育館 

13:45 準々決勝 

対 三条－根城の勝者 

20 日 東体育館 

10:15 準決勝 

11:30 決 勝 
サッカー部 

18 日 多賀人工芝 

･13:30 1 回戦 

 対 北稜中 

19 日 多賀人工芝 

  9:00 準々決勝 

20日ﾌﾟﾗｲﾌｰｽﾞｽﾀｼﾞｱﾑ 

 10:00 準決勝 

14:00 決 勝 

柔道部 

18 日 市武道館 

団体戦 

１回戦  

12:30  対 根城 

19 日 市武道館 

 個人戦 13:00 開始 

ソフトテニス部 

18 日 東公園ﾃﾆｽｺｰﾄ 

 団体戦 

  競技開始 9:10 

対 江陽中 

19 日 東公園ﾃﾆｽｺｰﾄ 

 個人戦（ﾍﾞｽﾄ 32 ﾏﾃﾞ） 

 競技開始 9:30 

20 日 東公園ﾃﾆｽｺｰﾄ 

 個人戦（決勝戦ﾏﾃﾞ） 

 競技開始 9:10 

 

卓球部 

18 日 八戸市体育館 

 男個人戦､女団体戦 

 女子団体 対 市川 

19 日 八戸市体育館 

 男団体戦､女個人戦 

 男子団体 対小中野 

20 日 南郷体育館 

男女決勝リーグ 

新体操部 

19 日 東高体育館 

競技開始 13:00 

君
よ
明
日
に
泣
け 

 

流
れ
く
る
汗
と
涙
は 

君
の
青
春
の
炎
の
バ
ラ
ー
ド 

歯
を
く
い
し
ば
り
ひ
た
む
き
に 

君
は
跳
び 

君
は
転
び 

君
は
走
る 

 

本
当
の
喜
び
に 

む
せ
び
泣
き
た
い
の
な
ら 

今
日
の
辛
さ
に 

じ
っ
と
耐
え
よ
う 

 

君
よ
泣
け 

君
よ
、
明
日
に
泣
け 

い
よ
い
よ
夏
季
大
会
が

18
日
か
ら
、
３
日
間
に
わ
た

り
各
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
弁
当

作
り
や
送
迎
等
お
手
数
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

応
援
者
の
入
場
制
限
等
は
、

各
競
技
、
会
場
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち

を
通
し
て
配
付
し
ま
し
た
試

合
会
場
や
日
程
、
組
み
合
わ

せ
一
覧
等
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
可
能
な
限
り
会
場
で
、 

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を 

見
届
け
て
い
た
だ
き
た
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
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 授業の腕を磨く 

 

 

 

 

  

 

                                  

 

 

 

 

 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊感染症等の状況により日程を変更する場合があり
ます。ご了承ください。 

 
６月  
  １８日（土）市中体夏季大会① 
  １９日（日）市中体夏季大会② 
  ２０日（月）市中体夏季大会③ 
  ２１日（火）振替休(6/18） 
  ２２日（水）振替休(6/19) 
  ２３日（木）考査週間～6/29 
  ２４日（金）市中体報告会 
  ２７日（月）保健体育テスト 
  ２９日（水）職員会議 
  ３０日（木）２次考査、生徒委員会 
７月 
      ４日（月）全校朝会 

５日（火）生徒朝会 
   ８日（金）漢字検定 
   ９日（土）吹奏楽コンクール八戸地区大会 ～7/10 
  １２日（火）生徒朝会 
  １３日（水）保護者参観日 
  １６日（土）県中体夏季大会 ～7/18 
    １８日（月）海の日 
  ２０日（水）生徒委員会 
  ２１日（木）終業式、体育祭結団式 
  ２２日（金）夏季休業 ～8/22 
    ３０日（土）吹奏楽コンクール青森県大会 
   
 
 
 

  
 
 
 ６月２日、今年度、市内に採用に 
なった中学校の教員が一堂に会して 
の初任者研修会（三八教育事務所主 
催）が本校を会場に行われました。 
当日は、本校の石屋研修主任から授 
業参観のポイントについての説明の 
あと、７教科（国・数・理・英・音 
・美・保体）と道徳科の授業を公開 
しました。事前に指導案を作成し、 
当日はその指導案に沿った授業を公 
開し、新採用教員の実践的指導力の 
向上を図るというねらいのもとでの 
研修です。当日の授業では、先生方 
も生徒たちも、生き生きと学び合っ 
ている姿が印象的でした。学校は授 
業が命です。授業が充実し、誰もが 
「わかった」「できた」「身についた」 
を実感できるような授業力を身につ 
けることが教員としての本務です。 
我々教員は、情熱だけでは不十分で教材研究や指導技
術も必要です。当日は、本校職員が丁寧に授業の技を
伝授し、それを、新採用教員が必死に学び取ろうとす
る意欲がまじりあった有意義な一日となりました。本
校職員にとっても実り多い研修会となりました。           
教 科 示 範 授 業 者 題 材 名 
国 語 橘寿幸先生 文法を生かす 
数 学 石屋純子先生 17 列目の不思議 
理 科 馬場一成先生 化学変化と質量 
英 語 細山美栄子先生 Languages in India 
音 楽 相澤真由美先生 曲の形式を生かした表現の工夫 

美 術 小林留美子先生 西洋美術史 
保 体 磯谷和伸先生 

小笠原優先生 
マット運動(倒立前転) 

道 徳 三戸佳子先生 思いやりの心をもって他者に接する 

道 徳 竹内明美先生 自分を見つめよう 
講 話 高橋健校長 教学半 ～教うるは学ぶの半ばなり～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 

 
６月７日の生徒朝会で、今年度の生徒会スローガン

が〇〇〇生徒会長から発表され、体育館ステージにス
ローガン看板（総合文化部作成）が掲げられました。
このスローガンにした理由について〇〇生徒会長か
ら次のような説明がありました。 
 
   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 ２人はいずれも本校の卒業生です。社会、音楽と教
科はそれぞれ違いますが、久しぶりの母校で、毎日子
どもたちと懸命に汗を流しています。6月 16日､最後
の研究授業を終え、ホッとした先生方に実習生活の感
想を伺ってみました。夢である教職の道に進み、八戸
の子どもたちの前に立つ日を楽しみにしています。 

教育実習生(音楽) 〇〇 〇〇 

         ◇元気な皆さんと一緒にとても

濃い 3 週間を過ごすことがで

きました。授業中の反応や廊下 

で会った時のあいさつなど、たくさんの元気をもらい

ました。私のフルートの演奏を「すごい」と言ってく

れたことも大変力になりました。笑顔や明るい声がこ

んなにも力を与えてくれるのか、また、音楽の楽しさ

も改めて感じることができました。素敵な皆さんに出

会えてとても幸せです。白中での経験を生かして頑張

っていきます。白中生、頑張れ！！🐰 

 

 

 

◇ 

教育実習生(社会) 〇〇 〇〇 

         ◇とても楽しい３週間でした。

卒業して 5年が経ちましたが、ま

た白中に来られたことを嬉しく 

思います。授業前や朝会の挨拶は、一人一人が声を出

していて迫力があり、すごいなと思いました。壮行式

も立派で、白中魂を感じました。私は今回の実習を通

して、課題や収穫を得ることができました。大学に戻

って、勉強をさらに深め、夢を叶えられるように頑張

ります。皆さんも、夢に向かって頑張ってください！

白中生、頑張れ！！ファイト！🐸 

 

 

 

自破とは、白中生一人一人が自分破りに挑戦する
ことを意味しています。学校目標である「新しい自分
に会いに行こう！」を達成するために、文武両道に励
むのはもちろん、新しいことにもチャレンジするこ
と。新しい自分に出会うために自分を破る挑戦を続
け、一人一人の未来、白銀中の未来に向かって力強く
進む一年にしたいという願いを込めて、このスロー
ガンに決めました。協力して頑張りましょう！ 

 

 昨年度に引き続き、前校長北山勝則氏が部活動指導員(ﾊﾞ
ｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)に就任しました。５月 31 日、市庁で行われた任
用通知交付式で、伊藤博章教育長から任用通知書が交付され
ました。北山先生は「人間力の向上」をモットーに指導を行
ってくださっています。今年度は北山先生を含め市内８校８
名が部活動指導員として活躍します。 


